
学校番号 3019 

令和２年度 芸術科（美術） 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅰ 単位数 2単位 年次 1年次 

使用教科書 「美術１」 （光村図書出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

1年生の授業では、美術表現の基礎的な技法を一通り体験できるように課題を用意しています。

「絵画・彫刻」「デザイン」「映像メディア」各分野について「色・形・材料」を用いて視覚的に

表現すること学びます。また、「鑑賞」を通して、作者の心情や表現意図を読みとり、自分の言葉

でそれを他者に伝えることを学び、自己の表現に生かしましょう。 

制作全般を通して物事を多角的にとらえる「観察力」や先入観を排除し観る「想像力」、またそ

こから新しいイメージの発見と発想を得ることで、造形的能力を高めていきましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

美術の幅広い活動を通して、生涯にわたり美術を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、創

造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし、美術文化についての理解を深める。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:美術への 

関心・意欲・態度 
b:発想や構想の能力 c:創造的な技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

美術の創造活動の喜

びを味わい、多様な表

現方法や美術文化に

関心を持ち、主体的に

表現や鑑賞に取り組

もうとする。 

観察力や想像力を働

かせて、感じ取ったこ

とや考えたこと、目的

や機能、美しさなどか

ら主題を生成し、創造

的な表現の構想を練

っている。 

美術表現に必要な技

能を身につけ、意図

に応じて表現方法を

工夫している。 

作品の表現の工夫や

美術文化などを理解

し、そのよさや美し

さを味わい、言葉等

を用いて表現するこ

とができている。 

評
価
方
法 

制作の様子 

ワークシート 

鑑賞活動やグループ

ワークの様子 

ワークシート 

エスキース 

アイディアスケッチ 

制作途中の作品 

作品 

制作途中の作品 

作品 

レポート 

発言・発表内容 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前 

期
（４
月 

４
ｈ
） 

 

導
入
『回
し
絵
で
自
己
紹
介
し
よ
う
』  

【絵画】 

テーブルごとに時間を決めて画

用紙を描いては隣の生徒に渡

し、描いては渡し・・・をくりかえし

て、共同制作を行う。 

■共同制作 

・自己紹介をテーマに絵を描く 

・一人ずつ鑑賞をもとに発表す

る。 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

a:テーマをもとに何を描くか考

え、主体的に活動に取り組もうとして

いる。 

b: 見方を工夫し，発見を基に構想

を練っている。また、自分の作品

だけでなく他者の作品も生かしな

がら制作することができている。 

c：視覚的な効果を考え，図柄や構

図，配色を工夫してまとめること

ができている。 

d: 発表を聴き、視点の面白さや意

図を感じ取ることができている。 

完成した絵を見ながら、意見や感

想を言うことができる。 

学習活動の様

子 

 

発表・鑑賞活

動の様子や発

言の内容 

前 

期
（５
月 

６
ｈ
） 

ド
ロ
ー
イ
ン
グ
『Ｘ
氏
の
肖
像
』 

【絵画】 

身近な存在でありながらも、いま

まで理解するに至らなかった難解

で様々な表情を持つ人物をＸ氏

とし、人物をイメージしながら紙と

鉛筆を用いてドローイングに取り

組み X氏への理解を試みる。 

■基礎制作 

・様々な感情について簡単な

ドローイングを行う。 

・紙の凹凸を生かしたテクスチ

ュアの技法を学習する。 

■本制作 

・X をイメージしながら紙・鉛筆

を用いてドローイングする。 

・作品を基に X 氏について文

章で表現し、Ｘ氏を分析し理

解を試みる。 

■相互鑑賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

◎ 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

a: 感情を表すイメージに関心を

もっている。テーマを基に他者の

内面に目を向け表現しようとして

いる。表現の技法に関心をもち、

作品に積極的に取り入れようとし

ている。 

b：表情や動きなどから他者の内面

に目を向け想像し、考え感じたこ

とから主題を生成し、構想を練っ

ている。 

c：素材固有の表現や素材を生かし

てテクスチュアや明暗に工夫し表

現している。 

d:よさや美しさ、作者の表現意図

や工夫などを感じ取り、理解を深

めている。 

感情表現のド

ローイング作

品 

 

制作の様子 

 

制作途中作品 

 

完成した作品 

 

考察シート 

 

鑑賞活動の様

子 



前 

期
（６
月
～
９
月 

１
６
ｈ
） 

デ
ザ
イ
ン
技
法 

 

『ハ
イ
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
』 

【デザイン】 

ハイコントラストの技法を学び、色

彩効果と視覚効果を生かした表

現を学ぶ。 

■基礎制作 

・人物の写真を用いてハイコン

トラストの原画を作成する。 

・色彩について学び、色のトー

ンや色相、配色による色彩の

イメージを生かした配色につ

いて考える。 

■本制作 

・ハイコントラスト処理した原画

を基に画面構成を考える。 

・ヤコブ・アガムの凹凸を利用

した見る人の視点移動に伴う

視覚効果を用いた表現を用い

て、２面の変化を生かした表現

について構想する。 

・構想・計画を基に平塗りす

る。 

・蛇腹に折った台紙に等間隔

に切った作品を貼り付ける。 

 

■相互鑑賞 

 

 

 

 

 

〇 

 

◎ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

◎ 

 

 

 

 

◎ 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

a:ハイコントラストの技法を理解

し、関心を持つことができている。

配色や構成を工夫し主体的に表現

しようとしている。  

b :見る人の視点移動に伴う視覚効

果を生かした表現について構想を練

れている。 

色のイメージを生かした表現につ

いて構想を練ることができてい

る。 

c: 形に付随した明暗のリズムを

理解し、視覚的に表現している。

表現意図に応じて構成や色彩を工

夫し，効果的に表現している。 

d:作品の良さや表現の工夫などを

感じ取り、作品について理解を深

めている。 

ワークシート・

アイディアスケ

ッチ 

 

原画 

 

制作の様子 

 

制作途中作品 

 

完成した作品 

 

振り返りシート 

 

鑑賞活動の様

子 

前
期
（
夏
季
休
業
中

課
題 

７
・８
月
） 

『
鑑

賞

レ
ポ
ー

ト
』  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

o
r 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『ト
マ
ソ
ン
を
探
せ
！
』 

【鑑賞】 

大阪府高等学校美術・工芸展鑑

賞レポート：本物をじっくり味わい

鑑賞しレポートにまとめる。 

 

◎ 

 

 

 

 

 ◎ a:他者の作品を理解しようとして

いる。 

d: 作者の意図や工夫を理解し、そ

の感想を文章に表現する。 

 

レポート 



後 

期
（９
月
～
１
１
月 

１
８
ｈ
） 

立
体
表
現 

『な
か
た
ち
』  

 
 

～
抽
象
形
態
に
よ
る
立
体
制
作
～ 

【立体】 

２次元から３次元へ。抽象形態に

よる立体表現に取り組むことで、

想像力の刺激のしかた、発想のし

かたを学ぶ。 

■基礎制作 

・抽象形態の発想方法につい

てプリント学習する。 

・カービングの方法や道具の扱

いについて学習する。 

■本制作 

・粘土でマケットを制作する。 

・スタイロフォームを貼り合わせ

塊にしたものから削り出す。 

・表面に石粉粘土を貼り耐水

ペーパーで丁寧に磨く。 

■相互鑑賞 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

◎ 

 

 

〇 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

◎ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

○ 

◎ 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

a: 抽象表現に関心を持ち、主体的

に取り組もうとしている。  

b:言葉から形をイメージし、素材

や技法を生かす構想を練ってい

る。 

c:カービングの技法の特性を生か

し、形態や質感の美しさに留意し、

空間を意識した表現ができてい

る。 

d:形態や質感の美しさや表現の工

夫などを感じ取り、作品について

理解を深めている。 

ワークシート 

 

マケット 

 

制作の様子 

 

制作途中作品 

 

完成した作品 

 

振り返りシート 

 

鑑賞活動の様

子 

後 

期
（１
２
月
～
１
月 

１
２
ｈ
） 

油
彩
画
「自
画
像
」 

【絵画】 

自己を見つめ、自分の内的表現

にまで発展させる事を目的に学

習する。 

■制作 

・自己の内面や取り巻く状況

から主題を生成する。 

・主題を基に構想を練る。 

・構想を基に自己を観察し、油

彩を用いて描く。 

■相互鑑賞 

 

 

 

 

 

○ 

 

〇 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

◎ 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

a：テーマを基に自己の内面を見つ

めて観察・表現しようとしている。

表現や鑑賞の活動に主体的に取り

組もうとしている。 

b：自己を観察・探究し、自己の内

面を見つめて感じ取ったことや考

えたことから主題を生成ている。 

c：意図に応じて油彩のマチュエー

ルや色彩、描く対象の形態を工夫

し表現できている。 

d：作品の良さや美しさ、作者の心

情や意図と表現の工夫などを感じ

取り、作品について理解を深めて

いる。 

制作の様子 

 

制作途中作品 

 

完成した作品 

 

鑑賞活動の様

子 

後 

期
（２
月
） 

校
内
作
品
展
鑑
賞 

 

【鑑賞】 

校内作品展鑑賞。美術のみなら

ず、広く芸術表現について（工

芸・書道も含む）鑑賞し、味わう。 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

a:作品を理解しようとしている。 

d：作品に込められた作者の意図や

工夫を感じ取り、その感想を的確

に文章で表現する。 

レポート 



後 

期
（２
月 

４
ｈ
） 

映
像
メ
デ
ィ
ア
表
現
『天
高
リ
レ
ー
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
』 

【映像メディア表現】 

コマ撮りアニメーションの技術を

用い、〇がなにかへ変化し、また

〇に戻るというリレーアニメーショ

ンを制作する。 

■制作 

・モチーフの決定 

・モチーフがどのように変化し

ていくかを描く 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

a：〇が何へ変化していくのかモチ

ーフを決め、観察し表現すること

ができている。 

b：アニメーションの特性を理解

し、モチーフにあった動きや背景

を描くことができている。 

c：主題に基づきアニメーションの

特性を生かし、工夫して表現して

いる。 

制作の様子 

 

制作途中作品 

 

完成した作品 

 

 

※ 表中の観点について a:美術への関心・意欲・態度   b:発想や構想の能力 

c:創造的な技能         d:鑑賞の能力 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 

 

 


